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ろ
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家
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あ
な
た
が
い
る
こ
と
で
幸
せ
を
感
じ
る
人
が
い
ま
す
。

あ
な
た
が
い
る
こ
と
で「
今
日
も
頑
張
ろ
う
」
と
思
え
る
人
が
い
ま
す
。

あ
な
た
が
い
る
こ
と
で
心
が
慰
め
ら
れ
、「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
し
て
い

る
人
が
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
は
、
意
外
に
も
私
た
ち
の
す
ぐ
近
く
に
い
る
の
で
し
ょ
う
。

現
代
は
物
に
あ
ふ
れ
、と
て
も
豊
か
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、心
か
ら
尊
敬
で
き
る
人
、
安
心
し
て
寄
り
添
え
る
人
、
静
か
に

信
頼
で
き
る
人
と
の
出
会
い
は
、以
前
よ
り
貴
重
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
伝
え
た
い
の
で
す
。

「
あ
な
た
は
、か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
存
在
で
す
。」

私
た
ち
は
皆
、
誰
か
か
ら
励
ま
さ
れ
、
支
え
ら
れ
、
慰
め
ら
れ
な
が
ら
生
き

て
い
ま
す
。

そ
し
て
同
じ
よ
う
に
、
自
分
も
ま
た
、
知
ら
な
い
う
ち
に
誰
か
の
希
望
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

憧
れ
や
尊
敬
、そ
し
て
信
頼
す
る
心
が
あ
る
か
ら
、人
は
前
を
向
い
て
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
、そ
の
よ
う
な
人
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、人
生
の
景
色
は
き
っ
と

違
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

ど
う
か
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
救
わ
れ
た
人
が
い
る
こ
と
を
。

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
。

そ
し
て
、あ
な
た
の
存
在
そ
の
も
の
に
感
謝
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
。

誰
か
の
力
に
な
れ
る
人
が
増
え
る
社
会
。

そ
ん
な
社
会
は
、き
っ
と
優
し
さ
と
笑
顔
に
満
ち
た
、
共
に
生
き
る
未
来
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
家
族

　
　
尹
基
（Tauchi   M

otoi

）

国境・民族・文化を超えて共に生きる心豊かな社会の構築に寄与し、市民による福祉文化の創造をめざします。

新施設長さん紹介……………………………………………… 2p
体操ボランティアの川口眞利子さん…………………………… 4p

2 p韓国のメディア関係者らが田内千鶴子生誕の地へ

あ
な
た
が
い
る
だ
け
で

　
　
― 

誰
か
の
力
に
な
れ
る
社
会 

―

2026年7月
370号（隔月刊）こころの家族こころの家族こころの家族こころの家族こころの家族こころの家族

６~7p故郷の家各施設の介護課長らが語る座談会

母
の
日
に
故
郷
の
家
で
行
わ
れ
た
第
２
回
堺
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て

（
９
ペ
ー
ジ
に
記
事
）



韓国のメディア関係者らが献花
田内千鶴子生誕之地記念碑

　
５
月
15
日
、
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア

関
係
者
た
ち
約
60
人
が
高
知
市

若
松
町
に
あ
る
田
内
千
鶴
子
生
誕

之
地
記
念
碑
を
訪
れ
、献
花
し
た
。

　
一
行
は
ソ
ウ
ル
に
拠
点
を
置
く

中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
（
主
に
新
聞
や
放
送
局
の
編
集

局
長
経
験
者
や
論
説
委
員
な
ど
）

で
構
成
さ
れ
る
「
寛
勲
（
ク
ァ
ン

フ
ン
）
ク
ラ
ブ
」の
メ
ン
バ
ー
。

1
9
5
7
年
に
設
立
さ
れ
、
公
開

討
論
会
を
定
期
的
に
開
く
な
ど

活
動
し
て
お
り
、
韓
国
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
界
で
強
い
影
響
力
を
持
つ

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
香
川
県
直
島
や
高
知

を
巡
る
旅
行
で
５
月
13
日
に
来

日
。
日
韓
交
流
を
考
え
る
上
で
大

切
だ
と
の
思
い
か
ら
記
念
碑
を
訪

れ
た
。
夫
・
尹
致
浩
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
後
も
困
難
な
時
代
の

中
、
共
生
園
を
守
り
、３
０
０
０

人
の
孤
児
た
ち
を
育
て
た
千
鶴
子

の
存
在
は
今
も
大
き
く
、
日
韓
の

人
々
の
心
を
つ
な
い
で
い
る
。

　
こ
こ
ろ
の
家
族
の
田
内
基
理
事

長
と
田
内
緑
常
務
理
事
も
現
地
に

赴
き
、
記
念
碑
が
田
内
千
鶴
子
の

生
涯
を
描
い
た
映
画
「
愛
の
黙
示

録
」
公
開
（
1
9
9
5
年
）
を
機

に
97
年
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
、
毎

年
、
千
鶴
子
の
誕
生
日
で
命
日
で

も
あ
る
10
月
31
日
に
、
高
知
県
民

み
な
さ
ん
の
尽
力
に
よ
り
献
花
式

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

た
。 献

花
に
訪
れ
た
寛
勲
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
た
ち（
上
）

献
花
を
終
え
て（
下
）

故郷の家・各施設の2026年「多文化フェスティ
バル」の日程が下のように決まりました。神戸
は開設25周年、東京は10周年となります。皆様、
ぜひ足をお運びください。

　
本
年
4
月
1
日
付
で
山
田
善

太
郎
さ
ん
が
故
郷
の
家
・
京
都

の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
施
設
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん
は
1
9
7
5
年
生

ま
れ
。
佛
教
大
学
社
会
学
部
社

会
学
科
卒

業
。
　
韓
国
・

高
麗
大
学

校
語
学
堂

に
て
１
年

半
韓
国
語
を
学
び
、
イ
ベ
ン
ト

関
連
企
業
で
10
年
ほ
ど
働
い
た

後
、
2
0
1
1
年
に
故
郷
の
家
・

京
都
に
入
職
。 

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
、
介
護
課
長
代
理
を
経
て

2
0
1
8
年
か
ら
介
護
課
長
を

務
め
て
い
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん
に
施
設
長
と
し
て

の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
皆

さ
ま
と
の
繋
が
り
と
毎
日
の
安

心
で
す
。『
故
郷
の
家
に
来
て
よ

か
っ
た
』『
故
郷
の
家
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
』
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
日
々
の
歩
み
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

▶故郷の家・東京（開設10周年記念）
　　　　　　　　＝10月 17日（土）
▶故郷の家・京都＝10月 24日（土）
▶故郷の家（堺）  ＝11月７日（土）
▶故郷の家・神戸（「開設25周年記念）
　　　　　　　　＝11月 14日（土）
　　　　　　　　　

山
田
善
太
郎
さ
ん
が

ケ
ア
ハ
ウ
ス
施
設
長
に

故
郷
の
家
・
京
都

今年も多文化フェスで
お会いしましょう

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

日程（開催順）

日
韓
を
つ
な
ぐ

田
内
千
鶴
子
の
存
在
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★いつも拝見させていただきありがとうございます。い
ろいろな行事、イベントで皆さんの喜びが手に取るよう
みえます。皆さんが楽しく笑顔な姿がほほましく、さす
が故郷の家だと思います。　　　　　（東京都・Kさま）
★会報、毎号拝読しています。特に巻頭の、尹基さんの
ごあいさつを楽しみにしています。　みなさん、元気に
お過ごしでしょうか？　これからも楽しく、元気に、の
んびりと、幸福にお過ごしください。　（奈良県・Sさま）
★（368 号の理事長のコラムに出てきた）PASCUCCI
チェーンの社長様の誕生日ケーキのプレゼントのお話に
とても感動いたしました。故郷の家が豊かに祝福されま
すように、お祈りしています。　　　（京都府・Tさま）

いただきましたご感想・メッセージにつ
きましては、会報等に掲載させていただ
く場合がございます。掲載をご希望され
ない場合は恐れ入りますがその旨あらか
じめ明記くださいますようお願い申し上
げます。

★3 月の末に京都の施設を訪ねたとき、368 号を手に入
れ隅々まで読ませていただきました。各地の故郷の家
の活躍がわかって、写真もきれいで楽しませてもらい
ました。　　　　　　　　　　　　　（東京都・Yさま）
★ミュージカル「共生、園」ご成功おめでとうございます。
聴障者への配慮や日本語字幕まで！！観劇したい思い
でいっぱいです。　　　　　　　　　
　尹基理事長様、旭日双光章受章おめでとうございます。
「人にしかできない仕事」他者のために尽くし、隣人を
愛し共に生きる──（パズルの答の）「世界平和」を祈
りながら──私共も微力を尽くしたいです。
　田花安子さんの「生きる」、座談会の「神戸が好き」、
（105 歳を迎えた）東京の野澤サト子さん、心あたたま
るお話ばかりです。　　　　　　　　（奈良県・Tさま）
★「AI 時代とは、人間の本当の価値が問われる時代です」
に、モヤモヤが少し晴れた気がしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都府・Nさま）

・外出、散歩介助、買い物の付き添い（職員が付き添います）
・話し相手や歌（民謡、童謡など高齢者に親しみやすい歌唱）、朗読
・クラブ活動（カラオケ、囲碁、書道、折り紙、園芸など）
・喫茶対応　　・美容メイク　
・環境整備　　・車椅子の掃除、空気入れ　　　
・庭の草刈り、水やり　　・花や作品の飾り付け

活動内容

訃報訃報訃報
在
日
韓
国
老
人
ホ
ー
ム
を

作
る
会
元
顧
問

近
衛
忠
煇
さ
ん
ご
逝
去

崔
金
粉
さ
ん
ご
逝
去

こ
こ
ろ
の
家
族
元
評
議
員

　
日
本
赤
十
字
社
元
社
長
で
、

在
日
韓
国
老
人
ホ
ー
ム
を
作
る

会
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
だ
い

た
近
衛
忠
煇
（
こ
の
え　
た
だ

て
る
）
さ
ん
が
５
月
23
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
87
歳
。

　
近
衛
さ
ん
は
1
9
3
9
年
生

ま
れ
。
64
年
に
日
本
赤
十
字
社

入
社
。
2
0
0
5
年
か
ら
19
年

ま
で
社
長
。
09
年
か
ら
17
年
ま

で
、
ア
ジ
ア
地
域
出
身
者
と
し

て
初
め
て
国
際
赤
十
字
・
赤
新

月
社
連
盟
（
I
F
R
C
）
の
会
長

に
就
任
、
東
日
本
大
震
災
や
シ
リ

ア
紛
争
な
ど
で
人
道
支
援
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
、
在

日
韓
国
老
人
ホ
ー
ム
を
作
る
会
顧

問
に
就
任
、
会
の
活
動
を
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
在
日
韓
国

婦
人
会
中
央

本
部
や
在
日

韓
国
民
団
中

央
本
部
の
役

員
を
歴
任
、

こ
こ
ろ
の
家
族
の
評
議
員
も
務
め

て
い
た
だ
い
た
崔
金
粉
（
チ
ェ
・

キ
ム
ブ
ン
）
さ
ん
が
２
月
13
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
97
歳
。

　
崔
さ
ん
は
1
9
2
9
年
生
ま
れ
。

在
日
韓
国
婦
人
会
の
第
４
代
・
７

代
会
長
を
務
め
、
そ
の
後
も
顧
問

と
し
て
組
織
を
牽
引
、
地
域
社
会

と
文
化
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
民
団
の
中
央
本
部
顧
問
も
務

め
、
長
年
に
わ
た
る
活
動
で

2
0
0
2
年
に
韓
国
政
府
か
ら
無

窮
花
章
を
受
章
。
晩
年
は
故
郷
の

家
・
東
京
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

左
か
ら
高
橋
重
宏
さ
ん
、
吹
浦
忠
正

さ
ん
、
近
衛
さ
ん
、
金
基
周
さ
ん
、

田
内
基
理
事
長
（
2
0
1
0
年
）

ボランティア募集にお申し込み
くださった方々には故郷の家の
概要の説明と車椅子操作説明な
どを行います。
問い合わせは 072―271―0881
　　　　　　　（担当：金、朴）

故郷の家（堺）ではボランティアを募集しています



４

　
故
郷
の
家
で
４
月
か
ら
、
ヨ
ガ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
健
康
運
動

指
導
士
の
川
口
眞
利
子
さ
ん
に
よ

る「
健
康
体
操
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

明
る
く
元
気
、
笑
顔
が
ス
テ
キ
な

川
口
さ
ん
は
、
分
か
り
や
す
く
て

い
ね
い
に
身
体
の
動
か
し
方
を
教

え
て
く
れ
、
運
動
後
は
「
す
っ
き

り
し
た
ー
」
と
、
ご
利
用
者
は
大

喜
び
で
す
。

　
川
口
さ
ん
は
、
福
祉
協
議
会
の

健
康
体
操
指
導
を
は
じ
め
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が

ら
地
域
の
防
犯
を
見
守
る
「
パ
ト

ラ
ンSEM

BOKU

」
を
設
立
す
る

な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
「
健

康
」
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
盛
り
上
げ
る

第
一
人
者
。
４
年

前
、
世
界
中
で
実

施
さ
れ
て
い
る

「
パ
ー
ク
ラ
ン
」

を
堺
市
で
初
め
て

地
域
の
公
園
で
公

式
に
立
ち
上
げ
た

実
績
も
。
そ
の

パ
ー
ク
ラ
ン
は

2
0
2
6
年
7

月
、
2
0
0
回
を

迎
え
ま
す
。
パ
ー
ク
ラ
ン
は
、
毎

週
土
曜
日
朝
８
時
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
世
界
中
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
故
郷
の
家
の
ス

タ
ッ
フ
が
川
口
さ
ん

と
知
り
合
い
だ
っ
た

こ
と
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
健
康
体
操

の
指
導
に
来
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
家
が
近
く
な
の

に
故
郷
の
家
を
ま
っ

た
く
知
ら
な
か
っ
た

川
口
さ
ん
は
、
施
設

を
訪
れ
「
こ
ん
な
に

立
派
な
施
設
が
あ
っ
た
ん
だ
！
」
と
び
っ
く

り
。
こ
れ
か
ら
ご
利
用
者
と
い
っ
ぱ
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
き
た
い
、
と
も
。

　
自
宅
が
故
郷
の
家
の
隣
の
校
区
に
あ
る
こ

と
を
活
か
し
て
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
子

ど
も
を
連
れ
て
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
「
子
ど
も
と
高
齢
者
」
を

繋
ぐ
広
報
も
し
て
い
き
た
い
！
と
話
し
て
い

ま
す
。

健
康
体
操
が
好
評
ヨ
ガ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

川
口
眞
利
子
さ
ん

「東九条春まつり」にオンラインで参加
　故郷の家・京都は、4 月 18日
( 土 ) に地域のお祭りである「東
九条春まつり」にオンラインに
て、参加しました。
　「東九条春まつり」とは、南区
東九条の京都市地域・多文化交
流ネットワークセンターを拠点
として様々な取り組みを通じて 
地域交流・多文化交流の推進を
図っており、 その一環として、東
九条から春を盛り上げることを目的に毎年開催されている地域の行事です。春まつり1週間前には各団体が協力して、
地域を流れる高瀬川の清掃を行いました。
　当日は、「いきいきふれあいの輪っ！」というイベントの一つのコーナーに、故郷の家・京都と現地の方たちとオンラ
インで交流を行い、全員で「パプリカ」の曲に合わせて、体操を行いました。
　オンライン越しでしたが、現地の盛り上がりを体感できて、とても有意義な時間となりました。

故郷の家・京都
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　「チョンゴ ル」
は韓国風すき焼き

料理。たんぱく質が豊富な牛肉に小
松菜を加えることで、カルシウムや
鉄、葉酸を無理なく摂取できる一品
になります。
　ホルモンバランスの変化で乱れが
ちな更年期の体調管理をやさしく支
えてくれるレシピです。

故郷の家・東京　管理栄養士　内藤　美幸　

介護予防やリハビリに！
故郷の家・京都　
機能訓練指導員　柔道整復師　八木　章良

小松菜と牛肉のチョンゴル　

①牛肉は食べやすい大きさに切って袋に入れ下味用の材料を加えてよくもみ、30
分ほどおく。
②小松菜は3～4ｃｍの長さに切り、パル理科は縦細切り、エノキ茸は石づきを取り、
半分に切ってほぐす。
③フライパンにごま油を広げ鍋の中央を空けて放射状に彩りよく並べる。混ぜ合わ
せた割り下を注いで中火にかけ、肉に火が通ってきたら卵を中央に割入れ、全体
をからめながらいただく。

材 　料

① 背筋を伸ばします。
② 片方の腕を腰に回します。
③ 回した腕の反対に首を倒し
ます。
④ 倒した首を背中側に捻りま
す。
⑤ 口を大きく「アー」と「ウー」
とを交互に動かす。10秒間。
⑥ 反対側も同じ手順で実施す
る。

① ② ③ ④

⑤

牛肉切り落とし…… 150ｇ
赤パプリカ………… 1個
エノキ茸…………… 1袋
ごま油……………… 小1
卵…………………… 2個

（下味用）
おろしにんにく........小 1 
コチュジャン...........小 1
酒 ..........................小 1
醤油 .......................小 1/2
砂糖 .......................小 1/2

（割り下）
水 .......................... 1/2カップ
コチュジャン...........大 1
醤油 .......................小 1
みりん ....................小 1

効  果 頭痛の軽減、首こり改善、顔の浮腫み、リフトアップ、ストレートネック、スマホ首解消、
デコルテのたるみ改善。

ポイント

伸ばす首の筋肉を意識して
口を大きく開けて「アー」
「ウー」と繰り返す。
アーウーと言う時に首の筋
肉が伸び縮みしてる事を確
認する。

首のストレッチ

⑥



　
│
│「
介
護
課
長
」
職
の
仕
事
の
内
容
を
教

え
て
も
ら
え
ま
す
か

　
藤
井　
介
護
士
の
ま
と
め
役
で
あ
っ
た
り
、

シ
フ
ト
の
管
理
、
看
護
師
や
相
談
員
と
の
調

整
な
ど
で
す
。ま
た
、
介
護
保
険
で
は
介
護

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に「
虐
待
防
止
委
員
会
」
や
「
感

染
症
対
策
委
員
会
」
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
れ
に
基
づ
い
た
会
議
を
一
定
の
ス
パ

ン
で
や
る
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

　
堺
で
は
毎
週
火
曜
に
職
員
さ
ん
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
会
議
を
開
い
て
い
ま
す
。そ
の
時
に

職
員
さ
ん
の
声
を
聞
き
、と
り
ま
と
め
る
。
介

護
職
員
さ
ん
か
ら
ケ
ア
の
相
談
を
受
け
る
と

ケ
ア
の
会
議
を
し
て
も
ら
っ
て
、
施
設
長
に

報
告
を
す
る
な
ど
が
課
長
の
仕
事
か
な
と
思

い
ま
す
。ど
う
し
て
も
事
務
仕
事
が
多
く
な

り
、
現
場
に
行
っ
て
る
よ
り
も
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
が
増
え
る
の
で
直
接
ご
利
用
者
と
触
れ
合

う
時
間
が
取
り
に
く
く
、も
ど
か
し
さ
も
感

じ
て
い
ま
す
。

　
井
上　
私
は
介
護
課
長
に
就
任
し
ま
し
た

が
今
も
看
護
師
と
し
て
現
場
に
い
る
こ
と
が

多
い
か
な
。

　
橋
本　
私
は
機
能
訓
練
士
で
、こ
の
4
月

か
ら
介
護
課
長
に
任
命
さ
れ
、「
こ
れ
か
ら
！
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
大
伴　
東
京
は
介
護
課
長
が
今
不
在
で
、

総
務
課
長
と
い
う
立
場
で
今
日
は
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。入
職
前
は
保
険
会
社

で
働
い
て
い

ま
し
た
。
生

命
保
険
を
勉

強
す
る
な
か

で「
介
護
保

険
」
を
知
り

興
味
が
で
て

福
祉
の
世
界

に
飛
び
込
み

ま
し
た
。
今
日
は
皆
さ
ま
の
お
話
で
勉
強
で

き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
│
│
川
越
さ
ん
は
、
故
郷
の
家
の
3
施
設

で
働
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た

　
川
越　
神
戸
で
介
護
職
員
と
し
て
働
き
始

め
、
京
都
が
開
設
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
介
護

課
長
に
就
任
、そ
の
後
、
故
郷
の
家
・
東
京
で

務
め
現
在
は
京
都
で
介
護
課
長
を
し
て
い
ま

す
。
介
護
課
長
の
仕
事
内
容
は
藤
井
さ
ん
が

話
さ
れ
た
通
り
で
す
。

　
│
│
各
施
設
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か

　
川
越　
ど
の
施
設
も
「
こ
こ
ろ
の
家
族
」

の
理
念
の
も

と
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
の

で
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に

は
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。

た
だ
最
初
入

職
し
た
神
戸

は
、
個
室
も

あ
り
ま
す
が

多
床
室
も
あ

る
従
来
型
と

言
わ
れ
る
居

室
ス
タ
イ
ル
。

京
都
と
東
京

は
個
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
な
の
で
そ
の
違
い
が

あ
り
ま
す
。
東
京
に
も
2
年
半
務
め
ま
し
た

が
、
規
模
や
環
境
が
京
都
の
施
設
と
同
じ
な

の
で
仕
事
を
し
て
て「
ん
？
こ
こ
は
京
都
か
？

東
京
か
？
」
と
、
分
か
ら
な
く
な
る
時
も
あ

り
ま
し
た
。で
も
、
東
京
の
施
設
の
ご
利
用

者
さ
ん
か
ら
は「
関
西
の
人
や
ね
？
」
と
よ

く
言
わ
れ
て
。
な
ん
で
や
ろ
う
？
と（
笑
）。

　
大
伴　
い
や
。
関
西
の
人
で
し
ょ
？　
言

葉
が（
笑
）

　
│
│
居
室
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
詳
し
く
教

え
て
く
だ
さ
い

　
川
越　
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
は
、入
居
者
を
10

人
前
後
の
小
グ
ル
ー
プ（
ユ
ニ
ッ
ト
）に
分
け

て
生
活
し
ま
す
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
専
用
の
リ

ビ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
・
個
室
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、「
家
」の
よ
う
な
空
間
で
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
京
都
も
東
京
も
ユ
ニ
ッ
ト
型
で

す
。ユ
ニ
ッ
ト
型
は
職
員
が
ご
利
用
者
お
一
人

お
ひ
と
り
と
向
き
合
え
る
良
さ
は
あ
り
ま
す

が
、い
っ
ぽ
う
で
職
員
は
一
人
で
抱
え
込
ん
で

し
ま
う
場
合
が
あ
り
、
私
は
そ
れ
に
は
目
を

配
っ
て
い
ま
す
。ユ
ニ
ッ
ト
型
と
従
来
型
で
は

職
員
の
配
置
人
数
も
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　
植
田　
堺
の
故
郷
の
家
は
個
室
と
多
床
室

が
あ
る
「
従
来
型
」で
す
が
、
私
は
そ
れ
が
大

好
き
な
ん
で

す
。み
ん
な

で
わ
い
わ
い

ガ
ヤ
ガ
ヤ
。

み
ん
な
が
集

ま
っ
て
み
ん

な
で
ミ
ニ
レ

ク
を
し
た
り

食
事
し
た
り

で
き
る
こ
の

ス
タ
イ
ル
を

な
く
さ
な
い

で
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。

　
藤
井　
国

の
方
針
と
し
て「
施
設
ケ
ア
の
質
向
上
」
を
目

指
し
て
い
て
2
0
0
2
年
、
厚
生
労
働
省
が

「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
」
を
推
進
し
て
以
来
、

新
設
の
特
養
は
ほ
ぼ
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
堺
の
ご
利
用
者

さ
ん
は
、「
個
室
に
移
り
ま
す
か
、と
言
っ
て
も
、

こ
っ
ち
が
い
い
」
と
言
わ
れ
る
方
が
多
い
。一

人
だ
と
な
ん
と
な
く
人
恋
し
く
な
る
の
か
個

室
の
方
も
み
な
さ
ん
休
憩
室
な
ど
に
来
ら
れ

て
、お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
│
│
37
年
前
、「
在
日
コ
リ
ア
ン
の
高
齢
者

の
た
め
に
」
開
設
さ
れ
た
故
郷
の
家
で
す
が
、

現
在
、
在
日
の
方
は
ど
の
く
ら
い
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
か

　
川
越　
京
都
の
特
養
で
は
6
割
強
の
ご
利

用
者
さ
ん
が
在
日
の
方
で
す
。
少
し
前
ま
で

は
7
割
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
が
。

　
井
上　
神
戸
の
施
設
で
は
4
割
の
ご
利
用

者
さ
ん
が
在
日
の
方
で
す
。

　
藤
井　
堺
は
在
日
の
ご
利
用
者
さ
ん
は
１

割
も
い
ま
せ
ん
。
堺
の
施
設
が
あ
る
地
域
は

在
日
の
方
が
多
い
地
域
で
は
な
い
こ
と
、ま
た
、

隣
接
す
る
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
街
開
き
50

年
が
過
ぎ
、
地
域
で
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
た
方
が
そ
の
ま
ま
ご
利
用
者
に
な

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
大
伴　
東
京
で
は
特
養
は
江
東
区
に
申
し

込
み
を
し
て
か
ら
と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
、

在
日
の
方
は
1
割
も
い
な
い
で
す
。ケ
ア
ハ
ウ

ス
は
全
国
か
ら
入
居
さ
れ
て
い
て
、
半
分
く
ら

い
の
方
が
在
日
で
す
。

　
│
│
故
郷
の
家
で
は
、
早
く
か
ら
韓
国
の

研
修
生
を
受
け
い
れ
て
き
ま
し
た
。
東
京
で

は
開
設
当
初
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
方
が
、ま
ず

留
学
生
と
し
て
働
い
て
き
ま
し
た

　
大
伴　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
職
員
さ
ん
は
長
い

方
で
9
年
間
勤
続
さ
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
に
も
な
り
、チ
ー
ム
の
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。日
本
の
文
化
と
似
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

外
国
人
職
員
さ
ん
は
み
な
さ
ん
勉
強
熱
心
で
、

今
は
な
ん
の
違
和
感
も
な
く
働
い
て
い
た
だ

い
て
ま
す
。

　
│
│
故
郷
の
家
の
特
長
、
魅
力
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か

　
藤
井　
法
人
の
理
念
「
私
た
ち
は
子
ど
も

や
高
齢
者
、
障
害
者
の
『
こ
こ
ろ
の
家
族
』

と
な
り
、そ
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
、
支
援
を
行
い
ま
す
…
」で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
朝
礼
や
申
し
送
り
時

に「
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」
と
と
も
に
職
員
み

ん
な
で
唱
和
し
ま
す
。

　
橋
本　
環
境
・
食
事
・
行
事
、
特
に
文
化

を
大
切
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
行
事
は
韓
国

と
日
本
の
文
化
を
両
方
す
る
の
で
た
く
さ
ん

の
行
事
が
目
白
押
し
で
す
。
職
員
も
韓
国
・

日
本
以
外
の
職
員
も
い
る
の
で
多
文
化
を
共

有
し
て
い
る
。
多
文
化
フ
ェ
ス
屋
台
で
は
韓

国
は
も
ち
ろ
ん
ミ
ャ
ン
マ
ー
、フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
の
食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　
川
越　
今
の
い
ろ
ん
な
行
事
が
あ
っ
て
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
時
間
が
あ
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
生
活
の
中
で

の
楽
し
み
、ち
ょ
っ
と
し
た
楽
し
み
が
あ
る

よ
う
な
施
設
で
あ
り
続
け
た
ら
い
い
な
と
。

京
都
に
は
敷
地
内
に「
雲
史
ホ
ー
ル
」
も
あ

り
、
地
域
の
方
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。コ
ン
サ
ー
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
時
に

は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
な
り
、6
月
は
プ
ロ
レ

ス
団
体
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
イ
ベ
ン
ト
、
地

域
の
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
を

色
々
企
画
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
井
上　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
雰
囲
気
で
す
。関
西
特
有
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
ご
利
用
者
さ
ん
と
の
関
係
も
大
切

に
し
て
い
ま

す
。
文
化
生

活
支
援
員
の

方
が
企
画
を

練
っ
て
く
れ

て
い
て
、
楽

し
い
イ
ベ
ン

ト
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
大
伴　
東
京
で
も
「
映
画
鑑
賞
会
」
な
ど

地
域
交
流
を
兼
ね
た
様
々
な
企
画
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
発
信
も
始
め

ま
し
た
。

　
│
│
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
川
越　
施
設
に
住
み
始
め
た
ご
利
用
者

さ
ん
が
最
初
、
環
境
に
慣
れ
ず
嫌
が
っ
て
お

ら
れ
た
ん
で
す
が
生
活
に
馴
染
み
「
こ
こ
に

来
て
良
か
っ
た
わ
ぁ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た

と
き
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
井
上　
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、以
前
は

病
院
勤
務
で
し
た
の
で
病
院
側
の
看
護
師
の

立
場
で
し
か
見
れ
な
か
っ
た
。で
も
施
設
の

看
護
師
に
な
っ
て
病
院
の
方
が
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
で
施
設
に
来
ら
れ
担
当
さ
れ
た
ご
利
用

者
を
ご
覧
に
な
っ
て「
こ
ん
な
に
良
い
表
情

を
な
さ
る
の
ね
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　
橋
本　
工
夫
次
第
で
新
し
い
こ
と
が
発
見

で
き
る
こ
と
で
す
。
人
対
人
な
の
で
、
完
全

に
決
ま
っ
た
ル
ー
ル
が
な
い
。そ
れ
も
楽
し

み
で
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
植
田　
介
護
課
長
代
理
兼
生
活
相
談
員

な
の
で
事
務
仕
事
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
私

は
ご
利
用
者
と
関
わ
っ
て
い
る
時
が
一
番
幸

せ
で
、
ご
利
用
者
の
笑
顔
を
見
る
時
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
横
山
ま
ゆ
み
）

　　

　

今
号
は
、
堺
、
神
戸
、
京
都
、
東
京
の
４
つ
の
﹁
故
郷
の
家
﹂
介

護
課
長
と
総
務
課
長
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会

を
開
き
ま
し
た
。
介
護
課
長
は
介
護
主
任
や
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
を

管
理
し
、
現
場
の
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
責
任
を
持
つ
立
場
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
施
設
の
魅
力
を
発
信
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
座
談
会
か
ら
は
当
施
設
が
歩
ん
で
き
た
時
代

の
流
れ
や
現
状
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
し
た
。

課長さんた
ち

大いに語
る

多
彩
な
行
事
・
文
化
を
楽
し
め
る「
故
郷
の
家
」
が
自
慢
！

座
談
会

　藤
井
啓
祥
（
ふ
じ
い
け
い
し
ょ
う
）　
故
郷
の

家
介
護
課
長
、
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

2
0
0
2
年
8
月
故
郷
の
家
総
務
課
に
入

職
、
地
域
福
祉
課
長
と
介
護
課
長
な
ど
を

経
験
。

植
田
悠
（
う
え
だ
は
る
か
）　
故
郷
の
家
介
護

課
長
代
理
。
05
年
故
郷
の
家
に
入
職
、そ

の
後
退
職
し
15
年
復
職
。
24
年
課
長
代
理

に
。

川
越
孝
男（
か
わ
ご
え
た
か
お
）　
故
郷
の
家・

京
都
介
護
課
長
。
04
年
4
月
故
郷
の
家
・

神
戸
に
入
職
。
09
年
故
郷
の
家
・
京
都
介

護
課
長
に
。
19
年
故
郷
の
家
・
東
京
に
異
動

の
後
、
21
年
9
月
か
ら
再
び
京
都
に
。  

橋
本
賢
哉（
は
し
も
と
ま
さ
や
）　
故
郷
の
家・

京
都
介
護
課
長
、
機
能
訓
練
士
。
18
年
故

郷
の
家
・
京
都
入
職
。
26
年
4
月
、
介
護
課

長
に
。

井
上
ひ
と
み
（
い
の
う
え
ひ
と
み
）　
故
郷
の

家
・
神
戸
介
護
課
長
、
看
護
師
。
16
年
1
月

パ
ー
ト
勤
務
で
入
職
。
22
年
正
職
員
に
、
24

年
6
月
、
介
護
課
長
に
。

大
伴
博
史
（
お
お
と
も
ひ
ろ
し
）　
故
郷
の
家・

東
京
総
務
課
長
。
16
年
入
職
、
23
年
総
務

課
長
に
。

ユ
ニ
ッ
ト
型
・
従
来
型

そ
れ
ぞ
れ
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る

〔 

出
席
者 

〕　
東
京
の
大
伴
さ
ん

神
戸
の
井
上
さ
ん

京
都
の
2
人
。

川
越
さ
ん
（
左
）
と
橋
本
さ
ん

堺
の
2
人
。

植
田
さ
ん
（
左
）
と
藤
井
さ
ん

行
事
が
い
っ
ぱ
い
、
目
白
押
し

tokyo-ootomo

kobe-inoue

7 6
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神戸

堺・大阪・神戸・京都・東京 ───
「故郷の家」各施設のホットな話題をお伝えします
※各施設のブログもご覧ください。QRコードからどうぞ！

東京

ふれあい花まつりに参加

　このたび当法人評議員・水上洋一郎氏のご家族である水上玲さまより絵画の
ご寄贈を賜りました。　「満開山桜・黄門桜」（162 ㎝ ×133 ㎝）と「花行」（145
㎝×112㎝）の2点。どちらも満開の桜です。
　いただいた作品は、エレベーターホールと交流スペースに飾らせていただき、
6月10日には入居者の皆様と職員で「季節外れのお花見」と題した絵画鑑賞会
を行いました。
　今年の春は、天候不順でスケジュールの兼ね合いで「お花見」に行けたのは
入居者さんの5割ほどでした。ですから、季節外れのお花見に皆さん大はしゃぎ。
　水上玲様より届けられた花の名所シリーズや作品集等のページをめくりなが
ら、「あら、桜の絵が多いのね…」「鳥もいるわ…」。
エレベーターホールから地域交流スペースの動線
に見事に咲いた「桜」。
「ここに来れば一年中お花見ね…」などの声が聞
かれ、会場は和やかな笑顔に包まれました。
　そして、「花見の後はカラオケだよね…」の声に
お応えして、鑑賞会のあとは「カラオケ大会」に
なりました。「お花見とカラオケ」みなさん大満足。
　作品をご寄贈くださいました水上玲さまに、心
より感謝申し上げます。

「季節外れのお花見」絵画鑑賞会

　
真
野
地
区
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
花
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
施
設
か
ら
は
チ
ヂ
ミ
と
ト
ッ
ポ
ッ
キ
を
出
店
し
、
多
く
の
地
域
の
皆
様
に
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
利
用
者
様
も
会
場
の
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
を
楽
し

ま
れ
、
地
域
の
方
々
と

の
交
流
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
歌

や
演
奏
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、

利
用
者
様
も
一
緒
に

鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
普

段
と
は
少
し
違
う
屋

外
で
の
時
間
を
過
ご

し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
も
地
域
の
皆

様
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、さ

ま
ざ
ま
な
行
事
に
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　春の暖かさを感じる季節となり、近くの公園
へお花見に出かけました。
　満開の桜の下では、「きれいね」「たくさん咲
いているね」と、皆様それぞれに桜を眺めなが
ら春のひとときを楽しまれていました。
　普段とは少し違う景色の中で、季節の移り変
わりを感じられる楽しい外出となりました。こ
れからも皆様に季節を感じていただけるような
行事を大切にしていきたいと思います。

お花見に出かけました
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5
月
16
日
に
、
堺
で
は
地
域
交
流
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
初
め
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
地
元

の
地
域
紙
）に
載
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

地
域
か
ら
２
名
の
方
が
出
店
し
ま
し
た
。

　
9
ブ
ー
ス
の
出
店
で
地
域
の
皆
様
や
ご

家
族
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
食
べ
物
が
人

気
で
、チ
ヂ
ミ
、た
こ
焼
き
、キ
ン
パ
、ト
ッ

ク
は
完
売
し
ま
し
た
。
ご
利
用
者
さ
ん
も

参
加
し
て
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
で
服
を
見
て「
安

い
！
来
年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
着
る

わ
」
と
買
い
物
し
て
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

京都
堺

　故郷の家では母の日を記念して第2回堺コレクションを行いました。
ビューティーサロンを開いて化粧やヘアセットをして自分が一番好きな
衣装を着ていただき、ホールのレッドカーペットを音楽に合わせながら、
家族または職員と一緒に登場しました。
　ご利用者とご家族も職員もみんなで楽しむファッションシショーでし
た。偶然ではありますが、理事長も見学に来られてフィナーレに登場し
ていただきました。理事長ありがとうございます！（笑）

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

初
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

母の日に「第 2回堺コレクション」

　
5
月
23
日(

土)

に
第
11
回
ブ
ン
ネ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
＆
コ
ン

サ
ー
ト
が
雲
史
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、
故
郷
の
家
の
堺・神
戸・京
都
施
設
に
よ
る
「
ブ

ン
ネ
音
楽
発
表
会
」。
京
都
か
ら
は
4
名
の
入
居
者
様
に
舞
台

上
で
「
春
が
来
た
」
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
何
度
も
練
習
を
重
ね
て
、
本
番
は
少
し
緊
張
も
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
も
盛
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
、
と

て
も
良
い
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。３
施
設
合
同
で「
ふ
る
さ
と
」

も
合
奏
。

　
日
本
ブ
ン
ネ
音
楽
協
会
一
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
石
倉

様
よ
り
、
総
評
と
し
て
「
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
何
よ
り
、
楽
し

ん
で
お
ら
れ
た
の
が
、
た
い
へ
ん
良
か
っ
た
」
な
ど
の
お
言
葉

も
い
た
だ
き
、
今
後
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
2
部
・
3
部
は
地
域
の
方
も
参
加
対
象
の
ブ
ン
ネ
・
メ

ソ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー
と
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
迫
力
あ
る
演
奏
に
、
観
客
の
方

も
拍
手
喝
采
で
た
い
へ
ん
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今年もブンネ・セッション＆コンサート
ジャズコンサートに拍手喝采
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共生園 （養護施設）

　全羅南道の2026年観光脆弱階層幸福旅行活動
支援事業により、全羅南道の求礼に行ってきまし
た。
　今回の旅は、利用者の皆さんが自然や地域社会
に触れながらストレスを解消し、美味しい食事や
カフェ体験を通して、楽しさと満足感を味わえる
ひとときになりました。
　特に蟾津江（ソムジンガン）魚類生態館では淡
水魚だけでなく、海にいる魚も間近で見ることが
でき、生態系の神秘を体験できる忘れられない思
い出になりました。

　二度の登山を通して大きく成長した子どもたちは、ご支援
くださった皆様への感謝を胸に、今後自立し、社会という大き
な山も堂々と歩んでいくことでしょう。いつも共生園の心強い
支えになってくださっている皆様に心より感謝申し上げます。

＊子どもたちの感想
　「登っている時は
少し疲れたけれど、
最後まで登れて本当
にうれしかったです」
　「頂上から眺めた風景がとても素晴らしくて、疲れが吹き飛びました」
　「汗を流して頑張った後に食べるご飯は、最高に美味しかったです」

共生再活院 （知的障害者施設）

全羅南道 求礼への幸せな旅 

　木浦障害者療養院では第 49 回障害者の日の行事として、
第1部では近郊の達山貯水池にピクニックに出かけ、レクリ

エーションやフェイスペイン
ティング、屋外での食事などを
楽しみました。
　第 2 部では、昨冬、施設内に
造られた「分かち合いの森」の
開園を記念し、ご家族やご支援
者、ボランティアの方々をお招
きして、テープカットセレモニー
や苗木へのネームプレート付
け、鉢植えづくりを行いました。

　この分かち
合いの森は、
韓国山林福
祉振興院の
「2025 年 福
祉施設分か
ち合いの森
造成事業」に
より整備され
ました。

木浦障害者療養院 （重度障害者施設）
障害者の日 こうして過ごしました！

共生園ダビデ地域隊スカウト　二度のハイキング挑戦記
場所：（第1回）智異山 老姑壇 　（第2回）光州 無等山

こころの家族のルーツ、韓国木浦共生園やその姉妹施設の近況をお伝えします

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　
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2026 年 4月～2026 年 5月の寄付者 ( 敬称略 )

　　2026 年 4月～2026 年 5月の来訪者・ボランティア ( 敬称略 )

2026 年 4月～2026 年 5月の寄贈者 (敬称略。すべての方のお名前を記しているわけではございません。ご了承ください)

宮原　智文
観寺　伊津美
カトリックマリスト修道会
　呉　善根
朝陽不動産株式会社　
　朝陽　高吉
早川　泰史
松下　良平
竹井　祐一
野田　隆稔
脇田　正一
松本　光惠
河内　常男
河内　宣子
鄭　文
佐藤　美津子
片桐　いづみ
李　炳墉
川瀬　美保

ヴォーリズ・キリスト
教平和センター学校
法人ヴォーリズ学園
藤原　一臣
李　守陳
中村　啓子
藤田　裕之
星田　正雄
ペン株式会社
金氏高麗人参株式会社
有限会社テラヲ貸物店
クオン　テ　イル牧師
李　善惠
在日本大韓民国民団
　大阪府本部　団長　
　金　明弘
岡　真由美
ながやま歯科　院長　
永山　成大

横路　由美子
枝川　愛の教会
吉澤　まゆみ
株式会社ヤマエンター
プライズ　
　代表取締役　
　池　正淑
株式会社スポーツ寿苑
代表取締役社長　
　鄭　貞子
瀧澤　織衣
徳岡　暁波
パン　ソニョン
松下　令子
柳川　良子
株式会社京都スペーサー
坂口　喜美子
故郷の家・神戸募金箱
田中　伸枝

増山　律子
大場　悦子
多田出　佳代子
藤原　興
堺募金箱
青木　茂
徐　鍾煥
四宮　章夫
福田　すえ子
オートプロ島田　
　島田　隆男
芦口 寛子
鈴木　仁
浅野　和子
錦織　葆
照屋　則子
松井　政男
笠井　精一
佐藤　友美

辻　さくら
北脇　志郎
北脇　要子
藤井　優子
岩田　卓三
株式会社サイコー舎　
　泊　敏朗
小林　四郎
金　東春
株式会社グローバル　
　代表取締役　
　川島　忠義
大韓老人会日本連合会
京都支部
宮本　浩吉

■故郷の家 (堺 )
鷹　巣明ご家族
武吉　文子ご家族
中村　美智子ご家族
森下　弘子ご家族
松葉　恵美子ご家族
堀尾　寛治ご家族
柳生　民枝ご家族
田中　キヌ子ご家族
竹井　光江ご家族
鈴木　惠子ご家族
中林　ヨシ子ご家族
山本　耕一ご家族
あゆみ介護センター
中崎　恵

賀來　満知子
岡本　ますみ

■故郷の家・神戸
金本　日石
細井　隆志
浅野　和子 
片岡　東洋子
成　奉順ご家族 
松下　良平
茂山　静枝 
大村　春子ご家族
仲田清子ご家族
谷口　とみ子
平安祭典  

青田　進
グェン　ティ　トゥイ
安達　みな

■故郷の家・京都
井上　盛博ご家族
田花　安子ご家族
安　斗八ご家族
木村　文子ご家族
池嵜　幹夫ご家族
玉川　久子ご家族
河　徳必ご家族
松本　花子ご家族
東原　三郎ご家族
杉本　栄子ご家族

原　弘子ご家族
藤田　周一ご家族
嘉門　和美ご家族
村田　秀子ご家族
玉井　種一
角替　豊
京都府立西乙訓高校

■故郷の家・東京
達城　秋子ご家族
權　再南ご家族
南　静子ご家族
春日　豊次ご家族
黒川　幹夫ご家族
式守　悦子ご家族

佐瀬　絹繪ご家族
金　淑貞ご家族
加藤　ゆり子ご家族
金　久江ご家族
安　江一ご家族
洲崎　美智子ご家族
野澤　久江ご家族
竹中　三佳
長谷川　正春ご家族
渡辺　陽子ご家族
中田　陽喜
小林　晶子Ｃ． 

■故郷の家 (堺 )
体操ボランティア
　 川口眞利子
泉北キリスト恵み教会
松本光惠
小田ヒターナ
いずみチャペル

■故郷の家・神戸
サランの会（岸田重徳
他 8名）  
神戸教会（４名）
浪速教会・豊中第 1 復
興教会（３名） 

■故郷の家・京都
鄭　仁淑　　(カラオケ)
懐メロ聴くの会」　3 名  
( カラオケ )
京都 PANA-ALC　7 名
（傾聴ボランティア）

池田　邦子、　三好　え
り子 ( お茶会 )
日本ブンネ音楽協会　
( ブンネ・メソッドセ
ミナー )
松林杏悟、篠島祐希、

荒木緒途、齋藤柊真　
( ブンネコンサート )

■故郷の家・東京
中島　榮美（生け花）

堺
大　阪
神　戸

393,080　円
　0　円

372,050　円

京　都
東　京
法　人

　　361,000　円
114,000　円
707,000　円

皆様のご支援に感謝申し上げます
2026年 4 月～2026年 5月　寄付合計　1,947,130円



　昨年、重要文化
財に指定された岡
本太郎作・太陽の塔。その
デザインをあしらったミニタ
オル（約20センチ角）を正
解者の中から３名様に。（３

種類のうちの１つ。どれになるかはおまかせくだ
さい）。
　応募は、クロスワードパズルの答、住所・氏名・
電話番号をお書きのうえ、はがきなら〒
590-0142堺市南区檜尾3360-12「故郷の家・
クイズ係」へ、メールでの応募はnews@kokoro-
no.or.jpへどうぞ。８月10日締め切り。
　本誌をお読みになった感想、メッセージなども
どうぞお書き添えください。よろしく！

二重マスの文字を組み合わせて
できる言葉を答えてください。
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。
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メ
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も
こ
の
仲
間
で
す
。

発行人 ： 田内文枝　編集人 ： 田内基　編集 ： 佐東まゆみ
法人本部　〒590-0142　大阪府堺市南区檜尾3360-12　☎072-271-0881　Fax 072-271-5474
　　　　　https://www.kokorono.or.jp　E-mail :  kazoku@kokorono.or.jp

①返納することもできます。
⑤その場ですぐに判断するこ
と。
⑦香川・徳島・高知・愛媛。
⑨「──を聞いて十を知る」
⑩そんなに──にならなくても
…
⑪クマが出ると、これの出番？
⑬──が残る結果となった。
⑭商品を消費者に販売するこ
と。

在日韓国老人ホームを作る会の働きにより「こころの家族」が誕生しました。

ブログ　http://kokyokobe.blog40.fc2.com/

　故郷の家・神戸　松下良平（施設長）　
兵庫県神戸市長田区東尻池町 7-4-21　TEL 078-651-1555

ブログ　http://kokyokyoto.blog41.fc2.com/

　故郷の家・京都　藤原一臣（特養施設長）
　　　　　　　　   山田善太郎（ケアハウス施設長）　
京都府京都市南区東九条南松ノ木町47　TEL 075-691-4448

東京都江東区塩浜1-4-48　TEL 03-3644-0555
ブログ　http://kokyotokyo5.blog.fc2.com/

　故郷の家・東京　  高橋千津子（特養施設長）
　　　　　　　　　 塩川優子（ケアハウス施設長）　

ブログ　http://kokyosakai.blog40.fc2.com/

　故郷の家   （堺）　朴正米（施設長）
大阪府堺市南区檜尾3360-12　TEL 072-271-0881

【ヒント＝現在は105代】

お問い合わせ先：大阪府堺市南区檜尾3360-12　
法人本部事務局　松下宛
TEL:072-271-0881　 FAX:072-271-5474

メールアドレス：honbuzimukyoku@kokorono.or.jp

「故郷の家」では共に働く仲間を募集しています

郵便振替　　　口座番号： 00940-0-329280
　　　　　　　加入者名：社会福祉法人こころの家族
銀行振込　　　銀行名　：三菱UFJ 銀行
　　　　　　　支店名　：光明池支店　普通 1052623
　　　　　　　口座名義：社会福祉法人こころの家族

ご送金の方法

A）愛の寄付金 …………………………………自由な金額
B）  遺贈寄付………………………………………自由な金額
C）  相続寄付………………………………………自由な金額
D）  賛助会員……………………………………月1,000 円（年 1万 2千円）
E）  奨学金会員（留学生や孤児・障害児支援）……… 月 5,000 円（年 6万円）
F）１％会員（所得、売上、祝儀、遺産、感謝）
G） １坪会員（施設の新築・改築や環境改善支援）…… 30 万円

こころの家族のサポーターになってください

◆人と地域に寄り添う、心温まる仕事です！
◆文化的なプログラム（行事）も豊富で楽しい職場です！

◆◆◆◆ ◆◆◆◆

私
た
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う
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し
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ど
も
を
生
み
育
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れ
る
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会
」

「
違
い
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あ
う
社
会
」

「
長
寿
を
喜
ぶ
社
会
」

「
み
ん
な
で
参
加
し
て
共
に
つ
く
る
社
会
」

こ
の
国
に
住
む
外
国
人
が

日
本
は
良
い
国
だ
と
言
え
る

社
会
づ
く
り
で
す
。

 

施設見学
随時受付中！
お気軽に

※前回の答は「セカイヘイワ（世界
平和）」でした。
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本法人は統一教会とは関係ありません

お読みになった後はお隣の方にもおまわし下さい

お気軽に
お問い合わせ
ください。
故郷の家のご利用相談や
寄付。困っている高齢者、
留学生、外国籍の方も
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